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森輔資源量謹扇城惑乱 

はじめに

拡大造林期に植えた人工林が間伐や主伐など

の伐期に入ってきました｡林業を取りまく経済状況

は厳しいため､伐採を行う前に正確な森林資源量

を把握して収益を予測し､赤字を出さないことが重

要です｡しかし､森林資源量は､森林の種類､林齢､

場所による成長速度(地位)､間伐などの施業履歴

で全く異なります｡森林資源量把握のために､伐採

を行う前に現地で全数調査やサンプルプロット調

査が現在よく行われています｡この現地調査は作

業量とコストがかかる点が大きな問題です｡

近年､航空機レーザー計測が森林資源の広域把

握に有望であるといわれています｡森林･林業で用

いる航空機レーザー計測iこは､レーザーの照射密度

が高く草木を分析対象とする高密度法と､レーザー

の照射密度が低く林分を分析対象とする低密度

法の2種類があります｡

低密度航空機レーザー計測を用いて､低コストで

精度よく広域の森林資源量を把握する技術を開

発しました｡
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航空機レーザー計測はLiDAR(Light Detecting And

Ranging)とも言われ､航空機からレーザーを地表に

照射し､地表面の凹凸を3次元計測します(図1 )｡

分析ではレーザー計測データから地盤高を推定し､

表面高と地盤高の差から林冠高を算出します｡こ

のレーザー計測の林冠高データと地上調査データ

を分析します｡
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図1 :航空機レーザー計測の概要

四国西部で､レーザー照射密度1 -2点Im2の低密

度航空機レーザー計測と､地上プロット調査を行い

ました｡地上プロット調査による森林資源量を示す

林分パラメータ(平均樹高､林分村積､平均直径､
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炭素蓄積量等)と､レーザー計測データとを対数重

回帰分析し､推定式を作成しました｡この推定式を

用いて､林分パラメータを広域で精度よく推定でき

ることがわかりました(例材積精度: 68.2 [m3lha])｡

材積推定の結果を地図化すると林分村積の分布

がよく分かります(図2)｡また､航空機レーザー計測

の平均林道高を用いて､スギ･ヒノキ人工針葉樹

林だけでなく､常緑や落葉の広葉樹林の林分材積

も推定できることがわかつました｡

調査コストの比較をすると､低密度航空機レー

ザー計測による林分村積推定コストは､地上で全

数調査と比べてhaあたりで約115と､低コストである

こともわかりました｡

高密度と低密度の
レーザー計測の比較

高密度レーザー計測は森林林業専用の仕様で

あり､対象地毎に独自に計測する必要があります｡

これに対して､低密度の場合には､精密地形計測

のために国内の山岳域で国土交通省や国土地理

院などの行政機関が大規模な航空機レーザー計

測を行っています｡本稿で紹介した低密度レーザー

分析技術を用いればで､これら行政の精密地形

データの利用が可能です｡また独自に計測する場

合でも､低密度レーザー計測のコストは､高密度

レーザー計測の半分程度のようです｡航空機レー

ザー計測の最大の問題点は､広域計測に大きなコ

ストがかかる点ですが､コスト面からは低密度レー

ザー計測が高密度レーザー計測より有利です｡ただ

し､低密度レーザー計測技術の欠点として､林分の

本数密度の精度が高密度計測よりも劣ります｡

東北地域でも､様々な箇所で航空機レーザー計

測の技術開発研究を行っています｡また近年､地上

レーザー計測､航空機やラジコンによる空中写真計

測など､森林資源量把握について様々な新しい技

術が開発されています｡費用､精度､森林･林業実

務での実用性などから評価し､さらなる技術開発を

進めたいと考えています｡
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図2 :四国西部での低密度航空機レーザー計測による林分材積推定(スギ･ヒノキ人工林､落葉広葉樹林､常緑広葉樹林を対象として､幅

100mX長さ80kmをレーザー計測し分析した｡左図ピンク線:レーザー計測箇所､左図背景: LANDSATTM､右図背景: Quick Bird高解像度衛
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